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服
の
重
要
性
を
、
.
 

精
神
論
的
に
一
般
的
に
^

調
す
る
.だ
け
で
は
不
十
分 

で…
…

過
去
の
政
策
を
具
体
的
に
.継

承

し

、

,そ
れ
を 

発
展
さ
す
相
互
.

自
己
批
判
に
*

ぬ
か
れ
た
靡
度
と

客
観
条
件
の
科
学
的
分
析
と
が
と
も
な
わ
な
け
れ
ば. 

な
■ら
な
い」

(

本
書
、
ま
え
.が
き
、
.
.
.一
頁)

-0

こ
.，の
■ょ 

ぅ
か
立
場
か
/ら
本
書
で
は
ま
ず「

貧
農
の
階
層
形
成 

の
条
件J

:

 C
1

柳
茂
次)

が
考
察
さ
れ
；る
:0

そ
こ
'で
は 

:
1
"労
：働
者
の
階
狹
时
形
成
が
具
体
的
な
3;

場
で
の『

共 

同
労
働』

.
を
.基
礎
条
件
と
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
と」

 

(

六
頁)

を
導
き
の
糸
^

し
て
'、
貧

農

「

階
級(

階
層)

 

形
成
の
客
観
的
基
雜J

が
明
ら
か
に
さ
れ

、

紺
野
与 

次
郎
.
•深
谷
進
の
公
式
的
な
：

r

貧
農
階
層
の
一
般
的 

規
定
1-
-

：の
適
用
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
畠
豸
罾
業
化 

に
.関
す
る
最
近
の
：研
究
業
績
も
十
分
に
摂
取
さ
れ
て
.
 

.の
展
開
で
、
' 
ま

さ
.

に
#
頭
に
ふ
さ
わ
し
い
論
説
で
あ 

る
。
，次
い
で
、「

『

労
農
同
盟』

を
め
ざ
す
主
体
的
条 

件
に
つ
い
て」

(

遊
上
孝
：一：

)

、

「

農
民
運
動
と
主
産 

地
構
造」

(

長
谷
川
進)

が
.
こ
れ
に
続
き
、
前
者
は「

労 

農
同
盟
な
い
し
労
農
提
換
の
実
践
へ
の
一
歩
は
反
独 

占
農
民
運
動
の
独
自
的
発
展
，を
ぬ
き
に
し
て
は
あ
り
‘
 

え
な
い」

(

三
四
頁)

こ
と
を
強
調
し
、
'
後
者
で
は
、 

日
本
の
各
産
物
別
主
産
地
の
農
業
構
造
が
実
証
的
且 

づ
欧
米
と
の
比
較
対
-M

的
に
お
い
て
明
ら
か
に
；さ
れ 

て
お
り
、
な
か
な
か
の
力
#

で
S

「

兼
業
農
家
と
農
民 

蓮
：動」

(

前
村
松
夫)

と
と
4

に
巻
頭
の
論
説
を
実
証 

的
に
補
強
し
て
い
る
。

「

農
民
闘
争
の
戦
術
•
工
作 

指
導
に
つ
い
て」

ハ
佐
久
間
殳〕

は
具
体
的
な
事
例
.を 

あ
げ
て
の
論
述
で
興
味
深
く
、
，「

農
協
青
壮
年
組
織

0

基
本
活
動
に
つ
い
て」

(

一
三
' 
一—

一.
四
五
頁)

は 

山
ロ
武
秀
が

同
組
織
の
基
本
方
針
を
示
し
て
い
る
。

-
 

そ
の
他
、「

災
害
，と
農
民
1-(

福
沢
陞)

で
.は
、'
，台
風 

な
ど
の
天
災
をT

拡
大
し
、
.
人
間
の
生
活
と
生
産
を 

破
藤
す
?»
-
原
.因
が
.資
本
主
義
.発
展
め
.な
か
に
つ
く
り 

だ
ざ
れ
て
い
一る
.
と
い
ぅ
、

い
わ
ゆ
る
，
.

『

人

災』

:.
と
し 

て
の
経
済
的
な
側
面」

C

九
/\

莨

)

が
齓
じ
ら
れ

‘
 

な
ど
、
；
内
容
及
び
編
別
權
成
か
'ら
い

-?

て
農
^

畠
動 

に
つ
い
て
の
体
系
的
書
脾
と
は

必
ず
し
も
い
え
な
い 

が
、
本
書
は
、」

磡
労
農
良
対
独
占
資
本
の
対
立
に
主 

要
な
矛
盾
を
求
め
る

立
欽
に
よ

っ
て
賞
ぬ
か
れ
、
ィ 

タ
：
リ

ャ

農

業.
農
民
間
題〈

植
原
義
倩)

、
.
フ
ラ
ン
ス 

に
お
け
る
■

業
賃
労
働
の
動
向c

大

原

勇

三

.
}
、

チ
ミ 

リ
ォ
、
'
セ
丨
1

1「

濃
肘
は
お
け
る
独
占
資
本
.
,
技
俯
：
 

的
迆
歩
お
よ
.び
.社
会
的
分
似
1-
;
に
っ
ぃ.
て
' :c

高
來
询 

夫)

，な
.ど
、
ィ
タ
リ
ャ
及
び
ブ
ラ
ン
ス
.
の
.農

業

櫳

造'
 

を

紹

介

す

る

こ

，と

に
よ
っ
て
、

日
本
農
民
^

つ
：
い'て
：
 

'
の
公
式
的
な
両
極
分
解
論
に
立
脚
-.
b

た
階
層
区
分
に 

瞥
告
を
発
し

て
い
る
。
‘
，

C
l
l
f

 

:

1

w

H
i
.B

:6
,

、T
l

七
へ 

S

.

四
ー
ー
0

@

'.
.

;

丨

常

盤

政

治
I

糸 

f 

本
.

/

労

働

賽

金

調

査

際

編

著'

ベ『

日

本
.
の
_

構

造
i

:

:

"

;

A

Z

新

刊
.

0

..介

:
本
書
は
労
働
省
賃
金
調
査
課
の
メ
ン
パ
I

が
、
昭 

和
三
三
，
四
.
年

「

賃
金
構
造
：基
本
調
査」

の
結
果
の
.
 

検
討
を
中
心
に

、

日
.本
の
賃
金
構
造
の
.実
態
を
明
ら 

か
一
に
し
よ
ぅ
と
.し
た
も
ひ
で
あ
る
.0
•

.

ま
ず
第〗

部

「

総
論
|

日
本
!0

賃
金
梆
造
を
ど 

ぅ
理
解
す
：る
か
，I

J

:
に
蚊
い
^

ぃ
賃
爺
！
！

！

^

^

.

 

ぇ
方
と
へ
日
本
の
«
^
構
造
の
特
徴
が
：概
説
さ
れ
る
'

.

 

-

■.
.
第
一1

部

f

企
業
間
賃
淦
#

禮

一

；

企M

に)

よ
-?
: V

'- 

賃
金
は
ど
の
よ
'.
:

5
に
異
な
る
か_

^
」
'.

で
は
、
.日
本 

に

お

い

て

.と

く

に

い

ち

じ

る

し

い

企

業

間

賃

.金

權

造 

を
規
定
す
る
も
め
\
と
し
ズ
、-
.規
摸
別
>;

産
業
.別
；
賃 

.金

格

差

の

：実a

が

朋

ら

か

に■さ

れ

る
:0
'

こ
の
：場

合

、 

産
業
別
賃
金
格
差
本
各
種
產
業
間
に
お
け
：る
淦
業
規
;'
.
'
'
'

■
瘼
の
い
ち
じ
•?
>

し
'い
格
差
を
反
映
ずる
.も

の
で
あ
る

，
 

か
ら
：、
へ
企
業
間
賛
金
構
造
の
考
察
：の
，，焦
点
は
.、
，：
.わ
：が 

国

^
お
い
て
士
べ
に
顕
著
な
規
模
別
賃
益
格
差
の
尚 

題
に
本
亦
'̂
て
い

;.
<

0
;
し̂
そ
、

が
か
る

#
模
別
資 

:金
格
差
の
，必
耍
条
件
を
、--
0
本
ま
済
の
一
：.一
重
權
造
と
，

： 

か
：か
る
權
造
を
可
能
に''
b

fe
-

農
富
政
低
賃
金
労
働
力.'

:

の

存

在

と

に

も

：と
め
；、

'

さ
ら
：に
南
れ
に
く
h

*x.
'

る
べ
：
へ
 

名
十
|

件
と
し
：て
.、

大

企

：業

の

封

鎖

的
*

生
_

雇 

用

的

労

務

管

理

体

系

ど

：、
：
企

業

別

労

働

組

合

組

織

ど

：
 

を
指
瓶
レ
そ
い
る
？
..
:

:へ
/
ニ
':.
ぐ
‘：y
'
.
.'■

.
第
1
1ー
部
¥
企
業
内
賃
金
歡
造|

^

^
者
に
本
-?
.
..
: 

て
賃
金
は
ど
の
よ
テ
に
異
な
る
か

I
.
H

は
、
職
種

.

.別
賃
金
を
、
主
と
し
て
各
職
種
の
属
す
る
産
業
と
、
 

企
業
の
規
模
と

の

関
連
で
考
察
し
て
い
る
ほ
か
、
年 

齢
別
賃
金
を
、
産
業
別
，
企
業
規
模
別
•

学
歴
別
，
 

職
種
別
か
ら
検
討
し
.て
い
る
。

'

■

:

第
四
部
；.「

付
録」

-.

に
.は
、
：熾
後
の
主
要
な
賃
金
関 

■係
調
査
と
、
規
在
ま
で
に
行
な
わ
れ
た
す
べ
て
S

 

^

擀
造
統
_計

の

、

調

柰

範

囲

、

：

調

査

：事

項

な

ど

を

表 

示
し
：た
要
覧
と
、
賃
金
構
造
の
推
移
と
現
状
を
し
め 

じ
た
付
腐
統
計
表
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

'
 

.

本
書
の
.分
析
は
、
：官
庁
統
訃
を
通
じ
て
の
検
討
に 

か
ぎ
ら
れH

い
る
、が
：、

こ
.の
か
ぎ
々
で
.
は
，検

討

は

詳 

細
で」

広
範
囲
に
わ
た
っ
.
て
ぉ
り
、
，
#
麓
の
賃
金
格
差 

の
，
，
実

態

を

^

.'
?
>ぅ
.え
、に
.利
用
す
る
と
使
利
で
.
.あ
<
る
。
'

.

★

た
、

' 

_企
業
間
賃
金
構
造
の
；.問

題

を

、

規

，膜

別

賃
 

金
格
差
の
問
題
に
^
点
女
お
い
て
考
察
を
す

す

め

て 

.

い
：る
#
 
ニ
部
に
は
、

.:：
'
'
.

輝
々
の
：適
：切
な
：指
摘
上
、
内
容 

的
な
ま
と
ま
ヴ
が
み
ら
れ
る
0
.
'

'
:

I

か
.し
.、
.
第

三

部

は

第

 

一-*
部

.^
く 
h

べ
七
か
な
り 

み
お

と

り
が
す
る
0

そ
こ
で
ゆ
、
日
本
に
お

け
る
最 

近
.の
穷
務
管
理
：
.
賃
淦
形
態
の
諸
特
徴
.
諸
問
題
を 

魄
ら
か
に
^

る
こ
と
な
し
に
、
職
種
別
-
年
齢
別
. 

賃
淦
格
差
电
み
ネ
と
り
ぁ
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、：

職

'

 

.種
別
賃
金
格
差
の
問
.題
自
体
が
疋
じ
く
把
先
ら
れ
，

V

 

v>

な
：い
.、じ
、
.;
:
:わ
^

_

の
：企

業

内
;:
«

金

格
差

の

.問
題
の 

所

在

，が
ー
：；
向

に

明

ら

か

ぬ

な

っ

て

い

な

い

。
一

(

こ
の

七

九

(

八
九」

〕


